
 

2025 第 79 回読書週間 
１０月２７日（月）～１１月９日（日）１４日間 

今年度も読書週間が始まります。 

食欲の秋・スポーツの秋・芸術の秋・そして、読書の秋！ 

いま、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の 

流れは、大きく変容しようとしています。しかし、その 

使い手が人間であるかぎり、その本体の人間性を育て、 

かたちづくるのに、「本」が重要な役割をはたすことは 

かわりありません。暮らしのスタイルに人生設計のなかに、 

新しい感覚での「本との付き合い方」をとりいれていきませんか。 

『読書週間』が始まる１０月２７日が、「文字・活字文化の日」に 

制定されました。よりいっそうの盛りあがりを、期待いたします。 

     標語「 こころとあたまの、深呼吸。 」 

 

 

 

図書館通信 
最上校図書委員会 №1４ 1１月４日 

 

新庄北高最上校図書館 11 月開放カレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 

文化の日 
○4  ○5  

６ 7 8 

9 10 
○11  ○12  

１３ 14 15 

16 17 
○18  ○19  

２０ 21 22 

２３ 

勤労感謝の日 

24 

振替休日 ○25  ○26  

期末試験 

２７ 

期末試験 

28 

期末試験 

29 

30       

※○数字の日が開放日です。 

 

文化祭図書委員会企画  

   投票ありがとうございました！ 
『それいけ！平安部』 宮島未奈著 

ピュア度 100％！ 県立菅原高校の入学式当日、同じクラスにな

った平尾安以加から「平安時代に興味ない？」と牧原栞は声をかけ

られた。「平安部を作りたい」という安以加の熱意に入部を決める

が、新部を創設するには５人の部員が必要だった。私たちと一緒に

平安の心を学びませんか？ 

『７人の７年の恋とガチャ』 大前粟生著 

孤島に集められた、男女 7人の恋愛リアリティショー！ 

好感度の〝牢獄〟、背負わされた〝物語〟。 

この番組（ゲーム）の行く末は？ 

『団地メシ！』 藤野千夜著 

花＆ゆりの年の差コンビが、お互いを思いやりながら、ちいさな幸

せをみつけていく。人生が愛おしくなる団地と散歩の物語！ 

『救われてんじゃねえよ』 上村裕香著 

誰かの力を借りなきゃ、笑えなかった。 

そんな彼女を生かしたのはくだらない奇跡だった! 

『業平センパイの読書会』 花形みつる著 

堤中納言物語のナゾとたくらみを訳し、つっこみ、 

続きを書きながら解いていく新感覚古典小説！ 

 

※ご協力ありがとうございました。 

以上の５冊を購入しましたので、ぜひ、図書館へ！   



 

11 月図書館企画 作品特集 
読書週間におすすめのいろいろなジャンルの本！ 

 

 

 

『AI 引き寄せ 夢もお金も全自動で手に入る』 おかぴー著 

世界一簡単！AI が無料で専属アドバイザーに！こんな方法はじめて！ 

時給 900円のバイトだった僕が年収 6000万円になった理由はズ 

バリ、AIをうまく使ったから！成功者続出のAI×引き寄せマニュア 

ルを大公開。「今まで AIなんて使ったことありません」「スマホすら 

苦手なのに、AI って怖そう」という方にこそ、ぜひ使ってほしい。 

『科学的に証明されたすごい習慣大百科』 堀田秀吾著 

仕事・勉強・ダイエット・健康管理・貯金・目標達成…は習慣化が 

10割。すべて成功のカギは習慣化にあります。しかし間違った習慣 

を身につけてしまったらその代償は大きくなってしまいます。何をど 

う習慣化すればいいか、そのために重要になるのがエビデンスです。 

『１つの習慣』 横山直宏著 

この本を読むことで、「人生において大切にすべき考え方に気づける」 

「困難な仕事も、楽しみながら成果を出せるようになる」「失敗に心 

が折れかけても、しなやかなメンタルで立ち直れる」「人間関係の 

ストレスが軽減されて、いい出会いが増える」「心身共にいい状態 

で毎日を過ごせるようになる」「クリエイティブな発想が湧き出て 

くる」「将来への不安が軽くなり、自分のキャリアが楽しみになる」 

「ダラダラと悩むことが減り、軽やかに決断ができるようになる」 

「自分自身を好きになれる」など、すばらしい変化が訪れることでしょう。 

『 今日未明 』 辻堂ゆめ著 

新聞の片隅にしか載らない、小さな５つの事件。その裏には、報道 

されない真相がある。慟哭の犯罪ドラマ 

『みんなで決めた真実』 似鳥鶏著 

犯人はあなた。名探偵がそう決めました。裁判中継が国民的娯楽に！？ 

裁判の生中継番組が一大エンターテイメントとなり、名探 

偵が活躍するようになった社会。法学部生の僕はじいちゃ 

んと裁判中継を観ていた。一瞬でトリックを暴く名探偵。有罪は確定。 

しかし、じいちゃんは言う。名探偵の推理は間違っている。 

凄腕の探偵だったじいちゃんは法廷でかつての弟子と 

推理対決をすることに？ 

 

 

 

 

 

『謎ルール』 高部大門著 

ルールって必要なの？ 理不尽でも従うべき？ 破るとどうなる？ 

自縄自縛
じじょうじばく

的ルールが氾濫する現代社会を問い直し、生き抜くヒントを

考察する。読み終えたら、きっと身の回りのあらゆるルールや組織が、

これまでと違ってみえるはず！ 

『13歳からの世界遺産』 宮澤光著 

偉人と世界遺産の知識が身につくだけでなく、何かをするのに遅すぎ

ることも、早すぎることもない。そんな気持ちにさせてくれる、学ぶ人

すべての背中を押してくれるような一冊です。 

『13歳からのアントレプレナーシップ』 生井秀一著 

すべての人が自分の人生を自分らしく切り拓いていくために不可欠な力

＝アントレプレナーシップの身につけ方をお伝えします。 

『子どもも兵士になった』 真鍋和子著 

少年たちは、なぜ戦場にいたのだろうか。これは、80 

年前、ほんとうにあった物語である。そして生き延びた 

学徒たちが戦で命を落とした学友たちの慰霊碑、三中学 

徒之碑を建立し、平和の大切さを願う日々を描くノンフ 

ィクション作品。 

『スクールハラスメント』 神内聡監修 

知っておいてほしい、学校で起きるハラスメントのこと。きみの学校 

生活を守るには。子どもの権利と、法律の視点から、スクールハラス 

メントを説明します。 

『中高生のための新書のすすめ』 

創刊以来、ジュニア新書は、若い世代の好奇心を刺激し、多様な世界への扉を開き、

ときに生きづらさや不安に寄り添ってきました。今、そして未来を生き、つくる人た

ちへ、先輩たちからエールを送り、新書を読む意義と楽しさを伝えます。巻末には、

これまで刊行した書目の総目録、索引を収録。1000点刊行、記念出版。 

 

 

 

 

 

 

 

 


